
研

修

旅

行

高
見
貞
子

九
月
十
八
日
午
前

八
時
三
十
分
、
出
席
者
十
三
名
を
乗
せ

て
八
雲
町
バ
ス
に
て
出
発
、
最
初
の
研

修
先
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局
、
予
定
時

間
よ
り
早
く
十
時
に
着
く
。
放
送
局
の

女
性
職
員
が
案
内
説
明
し
て
く
れ
る
。

大
き
な
ス
タ
ジ
オ
に
こ
こ
で
は
お
早

う
日
本
Ｐ
Ｍ
四
時
ニ
ュ
ー
ス
の
下
読
み

で
常
に
沢
山
の
関
係
者
で
ニ
ュ
ー
ス
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
万
五
百
人
の
職

員
が
札
幌
、
旭
川
、
室
蘭
、
函
館
、
小

樽
、
帯
広
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
各
放
送
局
で
働

い
て
い
る
。
普
通
の
カ
メ
ラ
百
七
十
二

台
、
ニ
ュ
ー
ス
四
台
、
八
百
万
円
の
カ

メ
ラ
迫
力
満
点
、5.1C

h

サ
ラ
ウ
ン
ド
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
設
備
さ
れ

て
い
る
。

次
に
函
館
駅
前
の
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ

ル
函
館
に
て
昼
食
、
バ
イ
キ
ン
グ
で
充

分
満
腹
す
る
。
立
派
な
ホ
テ
ル
だ
け
に

コ
ー
ヒ
ー
機
械
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
コ

ー
ヒ
ー
豆
を
砕
い
て
い
る
音
間
も
な
く

コ
ー
ヒ
ー
が
出
て
く
る
。
香
り
と
味
も

満
足
さ
せ
て
く
れ
た
。

次
の
コ
ー
ス
、
函
館
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ

修
道
院
、
明
治
三
十
一
年
に
フ
ラ
ン
ス

の

ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
か
ら
派
遣
さ
れ

た
八
名
の
修
道
女
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
。

遊楽部学園

自治会

当
日
は
昼
よ
り
気
温
が
上
が
り
三
十
度

以
上
か
、
館
内
は
売
店
位
し
か
建
物
が

な
く
日
差
し
を
避
け
る
場
所
も
無
く
三

十
分
く
ら
い
で
引
き
上
げ
バ
ス
に
乗
る
。

宿
泊
先
の
恵
山
岬
ま
で
は
か
な
り
道

の
り
も
遠
く
、
左
側
に
は
海
が
一
望
で

き
て
夏
の
旅
行
に
は
最
適
と
思
う
。

予
定
よ
り
早
く
二
時
に
ホ
テ
ル
に
着

く
。
部
屋
で
休
ん
で
六
時
よ
り
夕
食
、

大
き
な
丸
い
テ
ー
ブ
ル
二
ヶ
、
各
自
座

る
、
料
理
が
次
か
ら
次
え
と
運
ば
れ
一

人
七
品
も
出
る
、
円
も
た
け
な
わ
と
と

な
り
カ
ラ
オ
ケ
を
何
曲
か
唄
い
最
後
に

全
員
で
ダ
ン
ス
、
こ
の
と
き
学
園
生
の

日
頃
の
成
果
が
出
る
。

八
時
で
閉
会
と
な
り
各
部
屋
へ
戻
る
、

十
九
日
朝
食
は
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

バ
イ
キ
ン
グ
、
生
き
の
良
い
イ
カ
の
さ

し
み
も
豊
富
に
出
て
満
足
。

庭
に
二
本
松
が
二
、
三
十
本
植
え
ら

れ
芝
生
も
き
れ
い
に
刈
ら
れ
印
象
に
残

る
。
出
発
し
て
間
も
な
く
雨
が
降
っ
て

き
て
縄
文
ロ
マ
ン
南
か
や
べ
に
着
い
た

時
は
大
粒
の
雨
に
な
り
会
場
に
八
名
入

館
す
る
。
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
に

オ
ー
プ
ン
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
変
化

に
適
応
し
な
が
ら
成
熟
繁
栄
し
た
縄
文

文
化
は
一
万
年
近
く
継
続
し
た
世
界
に

も
類
を
見
な
い
日
本
特
有
の
文
化
で
す
。

縄
文
時
代
早
期
の
世
界
で
一
番
古
い

う
る
し
の
墓
、
漆
製
品
で
躰
は
腐
食
に

よ
り
残
っ
て
い
な
い
が
足
形
土
板
は
六

千
五
百
年
前
の
墓
か
ら
出
土
、
三
、
四

歳
児
の
足
形
が
残
っ
て
い
た
。

何
の
為
に
残
し
た
の
か
当
時
の
親
の

儀
式
な
の
か
。
雨
も
晴
れ
て
昼
食
、
函

館
市
本
通
り
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
、
洋
食

中
カ
テ
ナ
、
韓
国
コ
ー
ナ
ー
、
和
食
コ

ー
ナ
ー
等
こ
こ
で
も
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
味
を
楽
し
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

最
後
の
研
修
先
、
函
館
市
桔
梗
町
五

丁
目
、
函
館
タ
チ
ベ
食
品
に
一
時
に
着

く
。
二
階
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
社
長
の

説
明
を
受
け
る
。
食
品
づ
く
り
に
必
要

な
塩
は

熊
石
の
海
洋
深
層
水
塩
を
使

い
、
鶏
卵
は
遺
伝
子
組
み
換
え
の
な
い

原
料
を
一
切
使
用
せ
ず
、
若
鶏
の
卵
を

使
用
、
玉
葱
の
名
産
地
の
北
見
地
区
で

収
穫
さ
れ
た
中
で
も
肉
質
が
し
ま
っ
た

み
ず
み
ず
し
い
物
を
選
ん
で
い
る
。

イ
カ
は
新
鮮
で
う
ま
味
た
っ
ぷ
り
な

マ
イ
カ
、
ホ
タ
テ
の
こ
だ
わ
り
、
栄
養

豊
か
な
海
で
育
っ
た
身
が
締
ま
り
、
う

ま
味
た
っ
ぷ
り
な
ホ
タ
テ
貝
を
使
用
し

て
い
る
。
ホ
タ
テ
の
シ
ュ
ウ
マ
イ
、
若

貝
の
さ
し
み
等
試
食
さ
せ
て
頂
く
、
説

明
が
終
わ
っ
て
か
ら
殆
ど
の
人
が
製
品

を
注
文

お
土
産
を
買
う
。

社
長
さ
ん
の
お
話
は
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
様
に
上
手
で
Ｐ
Ｒ
抜
群
で
し

た
。
退
出
時
社
長
他
職
員
も
バ
ス
ま
で

き
て
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
過
程

を
何
事
も
無
く
全
員
無
事
に
定
時
に
公

民
館
に
尽
き
ま
し
た
。
参
加
者
が
少
な

く
残
念
で
し
た
。

今
回
は

時
間
が
充
分
に
あ
り
ゆ
っ
く

り
し
た
研
修
の
旅
で
し
た
。

今
後
の
主
な
行
事
予
定

☆
十
二
月
八
日
十
時

お
年
寄
り
と
子
供
の
集
い

公
民
館

参
加
費
三
百
円

☆
一
月
十
一
日
十
二
時

新
年
会

遊
楽
亭

会
費
二
千
円

公
民
館
前
バ
ス
出
発
十
一
時
半

☆
二
月
二
十
八
日
午
後
一
時
半

イ
キ
イ
キ
カ
レ
ッ
ジ
芸
能
交
流
会

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

内
容
…
カ
ラ
オ
ケ
以
外
何
で
も

出
演
希
望
者
は

申
込
み
一
月
中
旬
ま
で

（１）八雲町高齢者学級遊楽部学園 平成２４年１１月１９日（月） No４２



北
斗
市
高
齢
者
大
学

自
治
会
と
交
流
会
高
見
貞
子

遊
楽
部
学
園
は
大
学
祭
の
見
学
と
交
流
を

兼
ね
て
北
斗
市
を
訪
問
。
前
日
よ
り
大
学
祭

が
開
か
れ
今
日
は
バ
ザ
ー
と
芸
能
発
表
会
が

開
か
れ
る
。
昼
は
寿
司
セ
ッ
ト
を
バ
ザ
ー
で

用
意
さ
れ
て
昼
食
に
ご
馳
走
に
な
る
。
交
流

会
は
昼
休
み
の
十
五
分
ほ
ど
で
お
互
い
の
概

略
説
明
で
意
見
の
交
換
ま
で
は
無
か
っ
た
。

北
斗
市
は
高
齢
者
学
級
が
三
つ
あ
り
、
会

員
二
百
名
、
大
学
祭
は
２
日
間
に
渡
っ
て
行

わ
れ
、
一
年
の
研
究
成
果
の
発
表
、
作
品
展

示
、
食
堂
開
設
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
多
彩
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
素
晴
ら
し
い
行
事
を
開
催
し

て
い
る
の
に
、
一
般
市
民
の
関
心
が
低
い
の

か
会
場
は
空
い
て
い
た
。
き
ら
め
き
大
学
は

百
名
と
会
員
は
多
い
、
趣
味
コ
ー
ス
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
。

卒
業
文
集
三
月
に
感
想
文
を
全
員
か
ら
提
出

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
年
会
費
は
三
千
円
、

大
学
の
予
算
、
運
営
は
殆
ど
自
分
た
ち
で
自

主
的
に
活
動
し
て
い
る
、
大
学
四
年
、
大
学

院
、
大
学
研
究
生
と
別
れ
て
い
る
。

八
雲
か
ら
荒
田
会
長
と
三
坂
遊
楽
部
学
園

担
当
さ
ん
か
ら
遊
楽
部
学
園
の
今
年
度
の
学

習
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
一
番

最
初
に
上
磯
小
学
校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
四
十

名
位
か
、
故
郷
、
清
し
の
ズ
ン
ド
コ
、
花
咲

く
、
の
三
曲
で
し
た
。

全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
秀
賞
に
輝

き
、
道
南
地
区
で
は
十
六
年
ぶ
り
の
偉
業
と

の
司
会
よ
り
説
明
あ
り
、
唄
う
生
徒
の
姿
勢

が
正
し
く
表
情
も
良
く
派
生
の
美
し
さ
、
私

も
コ
ー
ラ
ス
や
っ
て
い
ま
す
が
こ
ん
な
に
上

手
く
唄
う
コ
ー
ラ
ス
聞
け
た
こ
と
嬉
し
く
お

も
い
ま
し
た
。

遊
楽
部
学
園
か
ら
も
ダ
ン

ス
と
踊
り
出
演
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
途

中
で
帰
宅
時
間
と
な
り
立
派
な
建
物
北
斗
市

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
バ
ッ
ク
に
山
田
さ
ん

記
念
撮
影
し
て
頂
き
午
後
五
時
に
無
事
公
民

館
に
到
着
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

お
陰
で
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

十
月
二
十
二
日

八
雲
町
国
民
健
康
保
険
健
康
作
り
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
総
勢
十
五
チ
ー
ム
、
二
百

二
十
名
の
選
手
が
参
加
し
て
八
雲
町
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
す
る
事

が
意
義
が
あ
る
と
は
言
え
、
い
ざ
勝
負
と
な

る
と
真
剣
だ
。
十
種
目
の
う
ち
、
三
種
目
が

く
じ
運
で
勝
負
が
決
ま
る
、
一
種
目
が
終
わ

る
ご
と
に
一
喜
一
憂
、
歓
喜
と
落
胆
が
交
差
、

親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

優
勝
は
大
新
睦
ク
ラ
ブ
二
連
覇
、
得
点
も

七
十
九
点
と
驚
異
的
な
数
字
、
二
位
以
下
に

二
十
点
以
上
の
差
を
つ
け
て
圧
勝
。
熟
練
と

経
験
が
物
を
言
う
。
遊
楽
部
学
園
は
各
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
会
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
へ
分
散
し
、
残
っ
た
メ
ン

バ
ー
で
更
に
二
チ
ー
ム
に
編
成
し
た
た
め
チ

ー
ム
編
成
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
勝
負
を

度
外
視
、
参
加
す
る
事
に
意
義
あ
り
で
、
そ

れ
で
も
六
位
と
七
位
に
健
闘
し
ま
し
た
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式十
一
月
五
日
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
の
主
催
に

よ
る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
長
谷
川
宮
子

さ
ん
が
選
ば
れ
３
年
連
続
の
受
賞
で
す
。

部
門
別
参
加
数
は
二
十
二
品
、
模
範
花
壇

は
四
品
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
に
写
真
を
額

に
入
れ
て
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
遊
楽
部
学
園
管
理
花
壇
は
昨
年

に
引
き
続
き
優
秀
賞
に
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
花
壇
耕
起
か
ら
苗
植
え
、
草
取
り
、

摘
み
と
り
、
後
始
末
と
班
編
制
で
作
業
分
担
、

会
員
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
晶
で
す
。
更
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
の
主
要
事
業
で

あ
る
駅
前
花
壇
の
管
理
作
業
も
積
極
的
に
協

力
を
し
て
頂
き
、
町
内
外
の
皆
様
方
か
ら
絶

賛
を
浴
び
る
花
壇
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
評
価
の
一
助
と
な
り
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
は
知
事
の
感
謝
状
、

社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ら
か
ら
も
こ
の
事
業
を
維
持
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
遊
楽
部
学
園
の
協
力
無
し
に
は

出
来
ま
せ
ん
。

駅
前
花
壇
の
整
備
は
今
年

で
三
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
当
初
か
ら
こ
の

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
小
畑
さ
ん
は
当
推
進

委
員
会
の
事
務
局
長
と
し
て
大
車
輪
で
奮
闘

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
当
委
員
会
が
発
足

し
て
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
さ
さ
や
か
で
す

が
来
春
、
記
念

行
事
を
や
る
予
定
で
す

公 民 館 花 壇

（２）八雲町高齢者学級遊楽部学園 平成２４年１１月１９（月） No ４２


